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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像信号が入力される液晶表示パネルと、前記液晶表示パネルに対向する面に配置され
た複数の光源を有するバックライトと、を備える液晶表示装置において、
　前記光源を複数の領域ごとに制御する照明部と、
　前記複数の領域に対応する前記画像信号の輝度分布を算出して前記領域毎の光源の明る
さを決定する輝度分布算出部と、
　前記輝度分布算出部の決定に基づいて前記照明部の領域毎の光源の輝度を制御する照明
制御部と、を備え、
　前記領域は隣接する他の領域と共有エリアを有するとともに、前記共有エリアの光源は
、前記領域における光源とともに駆動制御される光源と、前記他の領域における光源とと
もに駆動制御される光源とからなっており、
　前記共有エリアにおいて、前記領域における光源とともに駆動制御される光源が隣り合
って並べられた第１の光源群と、前記他の領域における光源とともに駆動制御される光源
が隣り合って並べられた第２の光源群とが、前記領域から前記他の領域にかけて交互に配
置されるように駆動されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記共有エリアにおいて、前記領域における光源とともに駆動制御される光源の数と前
記他の領域における光源とともに駆動制御される光源の数を等しくして駆動されることを
特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
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【請求項３】
　前記共有エリアにおいて、
　前記第１の光源群が前記領域から前記他の領域の方向に複数配置され、それぞれの前記
第１の光源群における前記領域から前記他の領域の方向に並べられた光源の数を、前記領
域から前記他の領域にかけて減少させるとともに、
　前記第２の光源群が前記領域から前記他の領域の方向に複数配置され、それぞれの前記
第２の光源群における前記領域から前記他の領域の方向に並べられた光源の数を、前記領
域から前記他の領域にかけて増加させるように駆動されることを特徴とする請求項１に記
載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記領域における光源の輝度と前記他の領域における光源の輝度が異なることを特徴と
する請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記光源は発光ダイオードであることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　画像信号が入力される液晶表示パネルと、前記液晶表示パネルと対向して配置される導
光板とこの導光板の少なくもと一辺の側壁面に沿って並設される光源を有するバックライ
トと、を備える液晶表示装置において、
　前記光源を複数の領域ごとに制御できる照明部と、
　前記複数の領域に対応する前記画像信号の輝度分布を算出して前記領域毎の光源の明る
さを決定する輝度分布算出部と、
　前記輝度分布算出部の決定に基づいて前記照明部の領域毎の光源の輝度を制御する照明
制御部と備え、
　前記領域は隣接する他の領域と共有エリアを有するとともに、前記共有エリアの光源は
、前記領域における光源とともに駆動制御される光源と、前記他の領域における光源とと
もに駆動制御される光源とからなっており、
　前記共有エリアにおいて、前記領域における光源とともに駆動制御される光源が隣り合
って並べられた第１の光源群と、前記他の領域における光源とともに駆動制御される光源
が隣り合って並べられた第２の光源群とが、前記領域から前記他の領域にかけて交互に配
置されるように駆動されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
　前記共有エリアにおいて、前記領域における光源とともに駆動制御される光源の数と前
記他の領域における光源とともに駆動制御される光源の数を等しくして駆動されることを
特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記共有エリアにおいて、
　前記第１の光源群が前記領域から前記他の領域の方向に複数配置され、それぞれの前記
第１の光源群における前記領域から前記他の領域の方向に並べられた光源の数を、前記領
域から前記他の領域にかけて減少させるとともに、
　前記第２の光源群が前記領域から前記他の領域の方向に複数配置され、それぞれの前記
第２の光源群における前記領域から前記他の領域の方向に並べられた光源の数を、前記領
域から前記他の領域にかけて増加させるように駆動されることを特徴とする請求項６に記
載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記領域における光源の輝度と前記他の領域における光源の輝度が異なることを特徴と
する請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記光源は発光ダイオードであることを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に係り、特に、画像信号に応じてバックライトを領域的に変調
するようにした液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像信号に応じた画像を表示する液晶表示パネルの背面に、該液晶表示パネルに照明光
を照射するＬＥＤバックライトを備えた表示装置において、前記ＬＥＤバックライトは複
数の領域毎に分割して光照射できるようになっており、前記領域のそれぞれに対応する画
像信号の輝度分布を算出して当該領域毎の照明光の明るさを決定し、この決定に基づいて
、領域毎の照明光の光量を制御するとともに、液晶表示パネルに入力する画像信号を補正
するようにしたものが知られている（下記特許文献１参照）。
【０００３】
　このような構成の表示装置は、領域毎の画像信号に基づいて、ＬＥＤバックライトの領
域毎の照明光の放射動作を制御するとともに、画像信号を補正しているため、コントラス
ト比が高くムラの少ない画像品質が得られ、また、バックライトの消費電力の削減が図れ
るという利点を備える。
【０００４】
　したがって、広告用ディスプレイ， テレビ用ディスプレイ， パーソナルコンピュータ
用ディスプレイなど多くの画像表示装置に適用できる。
【特許文献１】特開２００５－２５８０４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、上述した構成の液晶表示装置のＬＥＤバックライトは、液晶表示パネルが３０
インチ以上といったテレビ向けの大型の場合、必要な輝度を得るためには約１，０００個
のＬＥＤ（発光ダイオード）を必要とする。
【０００６】
　そして、これらＬＥＤを独立に制御することは、駆動回路の複雑化を招く為、隣接する
複数個のＬＥＤによって１つの領域（エリア）を実現するようにしている。たとえば１エ
リアのＬＥＤを２０個とし、それを縦横に８×１２のエリアで構成している。このように
した場合、必要とするＬＥＤの個数は１９２０個となる。
【０００７】
　このようにエリア毎のバックライトの構成のうち、たとえば４エリア分を図９に示して
いる。各エリアを行方向にＡ、Ｂ、列方向に１、２と標記する。これにより、Ａ１、Ａ２
、Ｂ１、Ｂ２の各エリアが構成され、それぞれのエリアのＬＥＤは他のエリアのＬＥＤと
独立した制御がなされる。なお、各エリアのＬＥＤはそれぞれ隣接するＬＥＤと等間隔に
なるように配置されている。なお、図８において各エリアにおけるＬＥＤを丸、バツ等で
示しているが、これは、それぞれ独自の制御ができることを示している。
【０００８】
　このため、液晶表示パネルに、黒の背景に対して一つの前記エリアよりも小さな面積を
有する白いカーソルを表示する場合、図１０（ａ）に示すように、ＬＥＤバックライトの
前記カーソルを含む当該エリアの各ＬＥＤはたとえば相対輝度が1（それ以外の領域の相
対輝度は０）として照明することになる。上記特許文献1によれば、カーソルの周囲の表
示画像を制御することで周囲の光漏れを防ぐとしているが、背景が最低輝度である黒表示
の場合、たとえば図１０（ｂ）に示すように、液晶表示パネルの表示画面において、表示
画像を暗い方に制御することができず、カーソル（図中、符号Ｃで示す）の周辺は、さら
にその周辺の領域よりも明るく見えてしまうことになる。このことから、表示に違和感を
生じせしめ、ひいては品質低下に繋がることになる。
【０００９】
　この対策としては、少しずつ輝度が変化して見えるように、エリアの分割数を多くし、
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カーソル周囲のエリアのバックライトも明るくなるように制御することが考えられる。し
かし、これを実現するためには、あるエリアの変換画像を生成する為に、周辺のエリアの
画像を含めた変換を行う必要があり、制御の複雑化、回路規模の増大を免れ得ないものと
なってしまう。
【００１０】
　本発明の目的は、制御の複雑化、回路規模の増大を回避して、表示に違和感を生じさせ
ることのない液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の液晶表示装置は、たとえば、液晶表示パネルに対向する面に等間隔に点在され
た複数の光源を有するバックライトを備え、前記光源を分割された複数の領域ごとに制御
できるようにするともに、前記領域は隣接する他の領域と共有エリアを有するとともに、
前記共有エリアの光源は、前記領域における光源とともに駆動制御される光源と、前記他
の領域における光源とともに駆動制御される光源からなるようにしたものである。
【００１２】
　本発明の構成は、たとえば、以下のようなものとすることができる。
【００１３】
（１）本発明の液晶表示装置は、たとえば、画像信号が入力される液晶表示パネルと、前
記液晶表示パネルに対向する面に配置された複数の光源を有するバックライトと、を備え
る液晶表示装置において、
　前記光源を複数の領域ごとに制御できる照明部と、
　前記複数の領域に対応する前記画像信号の輝度分布を算出して前記領域毎の光源の明る
さを決定する輝度分布算出部と、
　前記輝度分布算出部の決定に基づいて前記照明部の領域毎の光源の輝度を制御する照明
制御部と、を備え、
　前記領域は隣接する他の領域と共有エリアを有するとともに、前記共有エリアの光源は
、前記領域における光源とともに駆動制御される光源と、前記他の領域における光源とと
もに駆動制御される光源とからなることを特徴とする。
【００１４】
（２）本発明の液晶表示装置は、たとえば、（１）において、前記共有エリアにおいて、
前記領域における光源とともに駆動制御される光源の数と前記他の領域における光源とと
もに駆動制御される光源の数を等しくして駆動されることを特徴とする。
【００１５】
（３）本発明の液晶表示装置は、たとえば、（３）において、前記領域における光源の輝
度と前記他の領域における光源の輝度を同じにして駆動されることを特徴とする。
【００１６】
（４）本発明の液晶表示装置は、たとえば、（１）において、前記共有エリアにおいて、
前記領域から前記他の領域にかけて、前記領域における光源とともに駆動制御される光源
の数を減少させるともに、前記他の領域における光源とともに駆動制御される光源の数を
増加させるように駆動されることを特徴とする。
【００１７】
（５）本発明の液晶表示装置は、たとえば、（４）において、前記領域における光源の輝
度と前記他の領域における光源の輝度が異なることを特徴とする。
【００１８】
（６）本発明の液晶表示装置は、たとえば、（１）において、前記光源は発光ダイオード
であることを特徴とする。
【００１９】
（７）本発明の液晶表示装置は、たとえば、画像信号が入力される液晶表示パネルと、前
記液晶表示パネルと対向して配置される導光板とこの導光板の少なくもと一辺の側壁面に
沿って並設される光源を有するバックライトと、を備える液晶表示装置において、
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　前記光源を複数の領域ごとに制御できる照明部と、
　前記複数の領域に対応する前記画像信号の輝度分布を算出して前記領域毎の光源の明る
さを決定する輝度分布算出部と、
　前記輝度分布算出部の決定に基づいて前記照明部の領域毎の光源の輝度を制御する照明
制御部と、を備え、
　前記領域は隣接する他の領域と共有エリアを有するとともに、前記共有エリアの光源は
、前記領域における光源とともに駆動制御される光源と、前記他の領域における光源とと
もに駆動制御される光源とからなることを特徴とする。
【００２０】
（８）本発明の液晶表示装置は、たとえば、（７）において、前記共有エリアにおいて、
前記領域における光源とともに駆動制御される光源の数と前記他の領域における光源とと
もに駆動制御される光源の数を等しくして駆動されることを特徴とする。
【００２１】
（９）本発明の液晶表示装置は、たとえば、（８）において、前記領域における光源の輝
度と前記他の領域における光源の輝度を同じにして駆動されることを特徴とする。
【００２２】
（１０）本発明の液晶表示装置は、たとえば、（７）において、前記共有エリアにおいて
、前記領域から前記他の領域にかけて、前記領域における光源とともに駆動制御される光
源の数を減少させるともに、前記他の領域における光源とともに駆動制御される光源の数
を増加させるように駆動されることを特徴とする。
【００２３】
（１１）本発明の液晶表示装置は、たとえば、（１０）において、前記領域における光源
の輝度と前記他の領域における光源の輝度が異なることを特徴とする。
【００２４】
（１１）本発明の液晶表示装置は、たとえば、（７）において、前記光源は発光ダイオー
ドであることを特徴とする。
【００２５】
　なお、上記した構成はあくまで一例であり、本発明は、技術思想を逸脱しない範囲内で
適宜変更が可能である。また、上記した構成以外の本発明の構成の例は、本願明細書全体
の記載または図面から明らかにされる。
【発明の効果】
【００２６】
　このように構成した液晶表示装置は、制御の複雑化、回路規模の増大を回避して、違和
感を生じさせることのない表示を達成することができる。
【００２７】
　本発明のその他の効果については、明細書全体の記載から明らかにされる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　本発明の実施例を、図面を参照しながら説明する。なお、各図および各実施例において
、同一または類似の構成要素には同じ符号を付し、説明を省略する。
【００２９】
〈実施例１〉
　図１は、本発明の液晶表示装置の実施例１をブロック図によって示したものである。
【００３０】
　図中符号１０１は外部装置（図示せず）から入力される表示データ、１０２はＬＥＤバ
ックライト（図中、符号１０９で示す）の分割されたエリア毎の発光量に対応した表示デ
ータの制御を行うデータ変換回路、１０３はデータ変換回路１０２で変換された表示デー
タ、１０４は表示データ１０３に基づきＬＥＤバックライト１０９の透過光量が画素ごと
に制御される液晶表示パネル、１０５は表示データ１０１に応じて、ＬＥＤバックライト
１０９における分割された各エリアの制御信号を生成するＬＥＤ調光信号生成回路、１０
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６はＬＥＤ調光信号生成回路１０５で生成された調光信号、１０７は調光信号１０６に基
づきＬＥＤ駆動電圧を生成するＬＥＤ駆動電圧生成回路、１０８はＬＥＤ駆動電圧生成回
路１０７で生成されたＬＥＤ駆動信号、１０９は領域毎にＬＥＤの駆動がなされるＬＥＤ
バックライトである。
【００３１】
　図２は、液晶表示パネル１０４とＬＥＤバックライト１０９を示す斜視図である。図２
において、液晶表示パネル１０４は、図中ｘ方向に延在しｙ方向に並設されるゲート信号
線ＧＬとｙ方向に延在しｘ方向に並設されるドレイン信号線ＤＬを備え、一対の隣接する
ゲート信号線ＧＬと一対の隣接するドレイン信号線ＤＬで囲まれる領域に画素を構成して
いる。そして、この画素の集合によって液晶表示領域ＡＲを構成するようになっている。
図示していないが、各画素領域には薄膜トランジスタを備え、この薄膜トランジスタは前
記ゲート信号線ＧＬからの走査信号によってオンされ、このオンされた薄膜トランジスタ
を通してドレイン信号線ＤＬからの映像信号が画素電極（図示しない）に供給されるよう
になっている。画素電極はやはり図示しない対向電極との間に液晶を駆動させる電界を生
じさせるようになっている。各ゲート信号線ＧＬには走査信号駆動回路Ｖから前記走査信
号が供給されるようになっており、各ドレイン信号線ＤＬには映像信号駆動回路Ｈｅから
映像信号が供給されるようになっている。走査信号駆動回路Ｖ、映像信号駆動回路Ｈｅは
、図１に示すデータ変換回路１０２から信号が供給されるようになっている。
【００３２】
　ＬＥＤバックライト１０９は、液晶表示パネル１０４の少なくとも液晶表示領域ＡＲを
照明できる面光源からなり、絶縁基板ＩＮＢの液晶表示パネル１０４側の面にＬＥＤが隣
接する他のＬＥＤと等間隔となるようにマトリックス状に配置されている。なお、これら
ＬＥＤの隣接する他のＬＥＤとの距離は、液晶表示パネル１０４の各画素の隣接する他の
画素との距離よりも大きく構成されているが、この距離は各画素の距離に近い方が好まし
い。きめの細かい制御ができるからである。
【００３３】
　図３は、ＬＥＤバックライト１０９の２×２のエリアを例に揚げ、該ＬＥＤバックライ
ト１０９の各ＬＥＤの駆動制御を示した図である。
【００３４】
　ここで、図中ｘ方向に分割されるエリアＡとエリアＢがあり、エリアＡのエリアＢ側の
一部においてエリアＢが重複し、エリアＢのエリアＡ側の一部においてエリアＡが重複す
るようになっている。同様に、図中ｙ方向に分割されるエリア１とエリア２があり、エリ
ア１のエリア２側の一部においてエリア２が重複し、エリア２のエリア１側の一部におい
てエリア１が重複するようになっている。
【００３５】
　これにより、たとえばエリアＡ１、エリアＡ２、エリアＢ１、エリアＢ２が形成され、
それぞれのエリアＡ１、Ａ２、Ｂ１、Ｂ２において、それ独自のエリア（以下、独自エリ
アと称する）を中心とし、その周囲に他の隣接するエリアと共有のエリア（以下、共有エ
リアと称する）を有するようになる。
【００３６】
　そして、この場合、たとえばエリアＡ１を点灯させる場合を考えた場合、その独自エリ
アに属するＬＥＤを点灯させ、共有エリアに属するＬＥＤはそのうち一つおきに配列され
るＬＥＤのみを点灯させることができる。このようにすることによって、エリアＡ１は、
その独自エリアにおいてＬＥＤが密に配置され、共有エリアにおいてＬＥＤが粗に配置さ
れていると等価になり、独自エリアは明るく、共有エリアは幾分暗く照明させることがで
きるようになる。このことは、エリアＡ２、エリアＢ１、エリアＢ２をそれぞれ点灯させ
る場合にも上述したと同様の照明を行うことができる。
【００３７】
　また、たとえばエリアＡ１およびエリアＡ２を点灯させる場合を考えた場合、エリアＡ
１において、その独自エリアに属するＬＥＤを点灯させ、共有エリアに属するＬＥＤはそ
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のうち一つおきに配列されるＬＥＤのみを点灯させ、エリアＡ２において、その独自エリ
アに属するＬＥＤを点灯させ、共有エリアに属するＬＥＤはそのうち一つおきに配列され
るＬＥＤのみ（エリアＡ１の共有エリアで点灯させたＬＥＤ以外の他のＬＥＤ）を点灯さ
せることができる。このようにすることによって、エリアＡ１の独自エリアおよびエリア
Ａ２の独自エリアばかりでなく、エリアＡ１の独自エリアとエリアＡ２の独自エリアの間
に位置する共有エリアも明るく照明させることができる。そして、エリアＡ１の独自エリ
ア、エリアＡ２の独自エリア、および、エリアＡ１の独自エリアとエリアＡ２の独自エリ
アの間に位置する共有エリアの周辺を囲む他の共有エリアにおいて、幾分暗く照明させる
ことができるようになる。このことは、エリアＢ１とエリアＢ２、あるいはエリアＡ１と
エリアＢ１等をそれぞれ点灯させる場合にも上述したと同様の照明を行うことができる。
【００３８】
　図４（ａ）は、図３に示したエリアＡ、エリアＢ、エリア１、エリア２に対応するＬＥ
Ｄバックライトにおいて、ＬＥＤをも具体的に示した図である。図４（ａ）に示した図中
の記号、すなわち白抜きの丸、白抜きの三角、白抜きの菱形、及びバツ印は、それぞれＬ
ＥＤを示している。ここで、たとえばエリアＡ１の独自エリアにおけるＬＥＤ（図中、白
抜きの丸で示す）の点灯の制御において、該独自エリアの周辺の共有エリアにおいて、図
中白抜きで示した箇所のＬＥＤが同時に点灯あるいは消灯制御される。同様に、エリアＡ
２の独自エリアにおけるＬＥＤ（図中、バツ印で示す）の点灯の制御において、該独自エ
リアの周辺の共有エリアにおいて、図中バツ印で示した箇所のＬＥＤが同時に点灯あるい
は消灯制御される。同様に、エリアＢ１の独自エリアにおけるＬＥＤ（図中、白抜きの三
角で示す）の点灯の制御において、該独自エリアの周辺の共有エリアにおいて、図中白抜
きの三角で示した箇所のＬＥＤが同時に点灯あるいは消灯制御される。同様に、エリアＢ
２の独自エリアにおけるＬＥＤ（図中、白抜きの菱形で示す）の点灯の制御において、該
独自エリアの周辺の共有エリアにおいて、図中白抜きの菱形で示した箇所のＬＥＤが同時
に点灯あるいは消灯制御される。このようにした場合、たとえばエリアＡ１の独自エリア
を点灯させ、エリアＡ２の独自エリアを消灯させた場合、その境界（共有エリアの部分に
相当）は滑らかに輝度が移行するように表示されるようになる。このことは、エリアＢ１
の独自エリアとエリアＢ２との関係、エリアＡ１の独自エリアとエリアＢ１の独自エリア
との関係、エリアＡ２の独自エリアとエリアＢ２の独自エリアとの関係においても同様で
ある。
【００３９】
　図４（ａ）の場合、たとえばエリアＡ１の独自エリアとエリアＡ２の独自エリアの間の
共有エリアにおいて、エリアＡ１側からエリアＡ２側にかけてＬＥＤを２列に並列させた
場合を示したものである。しかし、図４（ｂ）に示すように、それ以上の数（図４（ｂ）
では６個示している）に並列させるようにしてもよい。この場合、共有エリアにおいて、
その両側の独自エリアのＬＥＤに追随させて制御できるＬＥＤを任意に選択することがで
き、それによって、複数段階の輝度を任意に表示させることができる。そして、たとえば
エリアＡ１側からエリアＡ２側にかけてＬＥＤの列をより多くさせて並列させた場合、た
とえばエリアＡ１の独自エリアを点灯させ、エリアＡ２の独自エリアを消灯させた場合に
、それらの間の共有エリアにおいて、点灯させるＬＥＤ列を適宜選択することにより、エ
リアＡ１の独自エリアからエリアＡ２の独自エリアにかけて、輝度を徐々に低減させるこ
ともできるようになる。
【００４０】
　すなわち、図５に示すように、第１エリアと第２エリアがあり、その間の共有エリアに
おいて、たとえば９列のＬＥＤが配置されている場合、第１エリアから第２エリアにかけ
て、２～４列、６、７列、９列のＬＥＤを第１エリア側の独自エリアのＬＥＤと同様の制
御をし、１、５、８列のＬＥＤを第２エリア側の独自エリアのＬＥＤと同様の制御をする
ことができる。この場合、第１エリア側の独自エリアのＬＥＤを点灯させ、第２エリア側
の独自エリアのＬＥＤを消灯させた場合、共有エリアにおいて、第１エリアから第２エリ
アにかけて徐々に輝度を低く表示させるようにすることができる。
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【００４１】
　図６は、あるエリアの独自エリアを点灯させ、他のエリアの独自エリアを消灯させた場
合に、それらの間の共有エリアにおいて、点灯させるＬＥＤ列を適宜選択することにより
、あるエリアの独自エリアから他のエリアの独自エリアにかけて、輝度を徐徐に低減させ
る場合の適用例で、図９に対応した図となっている。
【００４２】
　図５（ａ）は、図９（ａ）の場合と同様、液晶表示パネルに、黒い背景に対して一つの
前記エリアよりも小さな面積を有する白いカーソルを表示する場合、ＬＥＤバックライト
１０６の前記カーソルを含む当該エリアの各ＬＥＤは相対輝度が1として照明するように
なっている。
【００４３】
　ここで、図９（ａ）の場合と比較して異なるのは、相対輝度が１として照明されている
部分は、当該エリアの独自エリアとなっている。そして、前記エリアの独自エリアの周囲
には比較的幅を大きく設定した共有エリアが存在している。この共有エリアは、相対輝度
が１として照明される前記エリアの独自エリアの周囲を囲んで配置される相対輝度が０の
複数のエリアのそれぞれの独自エリアと共有するエリアとなっている。そして、この共有
エリアは、相対輝度が１として照明されているエリアから相対輝度が０のエリアにかけて
、複数の列からなるＬＥＤが配置され、その列において、点灯させるＬＥＤと消灯させる
ＬＥＤとを適当な割合で配列させることによって、図５（ａ）に示すように、相対輝度が
１のエリアから相対輝度が０のエリアにかけて、相対輝度が０．７５、０．５、０．２５
のエリアを形成することができる。このことから、図５（ｂ）に示すように、液晶表示パ
ネルの表示画面において、カーソル（図中、符号Ｃで示す）の周辺の背景は、当該カーソ
ルから外方へ行くにしたがって徐々に暗くなるように表示されるようになる。このため、
表示に違和感を生じせしめることなく、表示の品質が図れるようになる。
【００４４】
　図７は、本発明の他の実施例を示す図で、図６と対応した図となっている。図７におい
て、図６と異なる構成は、図７（ａ）で明らかなように、相対輝度が１の光照射領域はほ
ぼ長方形となっていることにある。そして、当該領域から外方へ向かうにつれ相対輝度が
徐々に小さくなることは図６の場合と同様である。ＬＥＤバックライト１０９のこのよう
な照射状態は、共通エリアを共有する隣接する２つのエリアによって形成するようになっ
ている。
【００４５】
　すなわち、図７（ｃ）に示すように、図中左側に位置するエリアの輝度分布を図中７１
に示しており、図中右側に位置するエリアの輝度分布を図中符号７２に示している。なお
、図７（ｃ）は図７（ａ）と横方向に関し対応づけて描いている。　図中左側に位置する
エリアの輝度分布７１は、その独自エリアにおいて輝度分布が１、その周辺の共有エリア
において輝度分布が０．５となっている。図中右側に位置するエリアの輝度分布７２は、
その独自エリアにおいて輝度分布が１、その周辺の共有エリアにおいて輝度分布が０．５
となっている。この場合、図中７３に示すように、前記共有エリアにおいて輝度分布が１
となり、図７（ａ）に示すように、相対輝度が１の光照射領域はほぼ長方形とするように
できる。このことから、他のエリアとの組み合わせで、輝度分布を有する領域の形状を種
々構成することができるようになる。
【００４６】
　なお、上述した各構成において、前述した図１を基にして信号の流れを説明すると以下
のようになる。図１において、表示データ１０１は、データ変換回路１０２とＬＥＤ調光
信号生成回路１０５に入力する。ＬＥＤ調光信号生成回路１０５では、ＬＥＤバックライ
ト１０９において、図２に示した各エリア範囲内に対する表示データの最高階調を表示可
能な最高階調にいわゆる伸張変換するともに、その他の階調を表示装置のガンマ特性とな
るように変換する。すなわち、表示装置の表示可能な最高階調がたとえば２５５階調であ
った場合、ＬＥＤバックライトのエリア内の最高階調が加味されて、表示データが変換さ
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れ、結果的に上記２５５階調を得るようにしている。同時に、ＬＥＤ調光信号生成回路１
０５は、最大輝度時のＬＥＤの発光強度を基にして、ＬＥＤバックライト１０９の前記エ
リアのＬＥＤの発光強度を定めるようになっている。液晶表示パネル１０４の透過光が入
力表示データに相当する輝度を得るようにするためである。このようにすることによって
、表示画像は入力される表示データに相当する輝度を出力し、且つ、バックライトの輝度
を落とすことが可能となり、低消費電力化を図ることができる。
【００４７】
　以上説明した液晶表示パネルによれば、たとえば図３に示した例でも判るように、ある
エリアの独自エリアから遠くなるにつれ、前記独自エリアのＬＥＤと同様に制御されるＬ
ＥＤは徐々に少なくなるようになっている。しかし、ＬＥＤはＬＥＤバックライト１０９
面において等間隔に配置されたものであり、ＬＥＤを全て点灯させた場合においても、輝
度むらない状態で表示できる効果を奏する。さらに、独自エリアから遠くなるほど、前記
独自エリアのＬＥＤと同様に制御されるＬＥＤは、他の独自エリアのＬＥＤと同様に制御
されるＬＥＤと混合した表示がなされ、面光源としては各独自エリアが明確に分離される
ことなく、たとえば、点灯領域と非点灯領域の境目が視認し難くなる効果を奏する。
【００４８】
　そして、上述したように、たとえば、黒背景に白いカーソル表示を行った場合、あるエ
リアに対して、該当するＬＥＤが密に駆動された領域にカーソルが位置する場合、ＬＥＤ
バックライトから出力される光量は、該当する領域の周辺にかけて徐々に暗くするように
できる。この結果、従来のように点灯領域と非点灯領域が明確に分離されて視認されるこ
とがなくなる。したがって、良好な表示画像を得ることができる。
【００４９】
〈実施例２〉
　実施例１はＬＥＤバックライトを液晶表示パネルの直下に配置した構成である。しかし
、導光板の両脇の辺部に、それぞれ、複数のＬＥＤを配置させたいわゆるサイドエッジ方
式のバックライトを有する液晶表示装置にも適用できる。　図８は、液晶表示装置を上面
（観察者側）から見た場合の模式図である。液晶表示パネル６０２の背面には該液晶表示
パネル６０２とほぼ同形同大の導光板（図示せず）が配置され、その両脇の辺部に、それ
ぞれ、複数のＬＥＤを配置させている。これら各ＬＥＤは絶縁基板６０１上に等間隔に並
設されている。　各ＬＥＤからの光は、前記導光板の両側の辺部の側端面から導光板内に
照射され全反射等がなされて、液晶表示パネル６０２と対向する面から該液晶表示パネル
６０２に照射されるようになっている。
【００５０】
　各ＬＥＤは、上述した実施例で示したように、エリア毎に駆動されるように構成される
とともに、密な状態でＬＥＤが駆動される独自エリアと粗な状態でＬＥＤが駆動される共
有エリアを有するようになっている。
【００５１】
　すなわち、図中でＬＥＤを示す白抜きの丸、白抜きの三角、白抜きの菱形、及びバツ印
は、各々同一の信号に基づき制御されるようになっている。
【００５２】
　この場合においても、エリアの領域間をぼやかすことができ。違和感の少ない表示画像
を得ることができるようになる。
【００５３】
　なお、実施例１、実施例２の説明において、何れもＬＥＤの色に関して記述はないが、
白色ＬＥＤを用いたバックライト、ＲＧＢの三原色ＬＥＤを用いたバックライトの場合に
も適用できる。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
　本技術を適用することによって、バックライトの調光範囲を複数の領域に分割した場合
において、表示データ以上、若しくは以下となる為に、隣り合う分割バックライト領域の
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境界に対応する位置に望ましくない輝度差が発生するという問題を改善し、良好な表示画
像を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の液晶表示装置の構成の概略を示すブロック図である。
【図２】本発明の液晶表示装置の液晶表示パネルとバックライトを示した平面斜視図であ
る。
【図３】前記バックライトのＬＥＤの配置と駆動制御の概念を示した平面図である。
【図４】前記バックライトのＬＥＤの配置と駆動制御を具体的に示した平面図である。
【図５】前記バックライトの隣接する領域における共有エリアにおけるＬＥＤの駆動の一
例を示す平面図である。
【図６】前記バックライトのＬＥＤの輝度分布と液晶表示パネルの表示態様の一例を示す
平面図である。
【図７】前記バックライトのＬＥＤの輝度分布と液晶表示パネルの表示態様の他の例を示
す平面図である。
【図８】本発明の液晶表示装置の他の実施例を示す概略構成図である。
【図９】従来の液晶表示装置の要部の構成を示す概略説明図である。
【図１０】従来の液晶表示装置の不都合を示した説明図である。
【符号の説明】
【００５６】
１０１……入力表示データ、１０２……データ変換回路、１０３……変換表示データ、１
０４……液晶表示パネル、１０５……ＬＥＤ調光信号生成回路、１０６……調光信号、１
０７……ＬＥＤ駆動電圧生成回路、１０８……ＬＥＤ駆動信号、１０９……ＬＥＤバック
ライト、６０１……絶縁基板。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】 【図８】

【図９】
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